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元気さピカいち★我家の

やんちゃ君。みんな、みん

な、大スキよ�お姉ちゃん

と仲よしでいてね。

父　伸彦・母　志麻さん

中野
なかの

伸一
しんいち

くん
1歳（紫合）

藤尾
ぶじお

奏汰
かなた

くん
1歳9カ月（つつじが丘）

お話ができるようになって

きて、いつも楽しませてくれ

る奏汰。これからもパワー全

開！明るく元気に育ってね！

父　俊二・母　美穂さん

固定資産課税台帳の閲覧・縦覧帳簿の縦覧
平成1 9年度の固定資産の価格を登録し

た固定資産課税台帳を閲覧に供します。

また、土地・家屋の評価額などを登載

した縦覧帳簿の縦覧を行います。

�と　き 閲覧＝４月１日から１年間

縦覧＝４月１日から５月31日まで

いずれも土・日・祝日を除く執務時間内

�ところ 税務課

�対象者 町内に所在する土地・家屋およ

び償却資産を所有する本人など（納税義務

者および借地・借家人）

�必要なもの 本人（同居の家族）の場合

は、運転免許証などの身分証明書

借地・借家人の場合は、賃貸借契約書な

ど

問い合わせは、税務課（�766－8702）へ。※65歳以上の人の献血は、60～64歳の間に献血経験がある人

400�献血 200�献血

年齢

体重

年間献

血回数

年間総

献血量

18歳から69歳　※

男女とも50kg以上

男性３回以内

女性２回以内

16歳から69歳　※

男性45kg以上、女性40kg以上

男性６回以内

女性４回以内

200ml献血と400ml献血をあわせて

男性1,200ml以内

女性800ml以内

全血献血基準

献血にご協力を！
寒い冬の時期は風邪をひき体調を崩される人が多かったり

するため輸血用血液が不足しがちです。献血にご協力をお願

いします。問い合わせは、保健センター（�766－1000）へ。

◎と　き ３月2 9日（木）午前1 0時～正午・午後１時1 5分～同

３時30分　◎ところ 町役場玄関前

４
月
か
ら
戸
籍
謄
抄
本
・
住
民
票
の
写
し
な
ど
交
付
請
求
の
と
き
は

本
人
確
認
書
類
の
提
示
が
必
要
で
す

最
近
、
住
民
票
の
写
し
な
ど

の
証
明
書
を
本
人
に
な
り
す
ま

し
て
不
正
に
取
得
す
る
と
い
う

事
件
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
、
不
正
行
為
を

防
止
し
個
人
情
報
の
保
護
を
図

る
た
め
、
町
で
は
４
月
２
日
か

ら
住
民
票
の
写
し
や
戸
籍
謄

本
・
戸
籍
抄
本
（
全
部
事
項
証

明
・
個
人
事
項
証
明
）
な
ど
の

交
付
請
求
が
あ
っ
た
場
合
、
請

求
者
（
窓
口
に
来
ら
れ
た
人
）

の
本
人
確
認
を
行
い
ま
す
。

住
民
票
の
写
し
な
ど
の
証
明

書
の
交
付
申
請
を
す
る
際
は
、

運
転
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な

ど
の
本
人
確
認
書
類
の
提
示
を

し
て
く
だ
さ
い
。
皆
様
の
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

【
本
人
確
認
書
類
の
例
】

運
転
免
許
証
、
パ
ス
ポ
ー

ト
・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

（
写
真
あ
り
）
・
外
国
人
登
録

証
明
書
・
身
体
障
害
者
手
帳
・

健
康
保
険
証
・
年
金
手
帳
・
介

護
保
険
被
保
険
者
証
・
老
人
保

健
医
療
受
給
者
証
な
ど

問
い
合
わ
せ
は
、
保
険
住
民

課
（
�
７
６
６
・
８
７
０
０
）

へ
。

人権啓発ふれあい予定表・健康づく
り年間予定表・ごみ収集カレンダー

を配布

平成19年度「ごみ収集カレンダー」

などの配布物を各自治会を通じて、

３月中に配布を予定しています。自

治会に加入していないなどの理由

で、配布を受けられない場合は、お

手数ですが「ふれあい予定表」は木

津総合会館、「健康づくり年間予定

表」は保健センター、「ごみカレン

ダー」は生活環境課でお受け取りく

ださい。役場・日生・六瀬住民セン

ターではすべて受け取ることができ

ます。

問い合わせは、木津総合会館（�

7 6 8－0 2 1 7）、保健センター（�7 6 6－

1 0 0 0）、クリーンセンター（�7 6 8－

0818）へ。

4月からごみ
収集日を変更

4月から水曜日

に 「 不 燃 ご み 」

を収集し、金曜

日に「容器包装

プ ラ ス チ ッ ク 」

を収集すること

になります。

間違われない

ようにごみ収集

カレンダーを確

認してから出し

てください。

パ ブ リ ッ ク コ メ ン ト 実 施 結 果

本
町
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
、
町
の
重
要
な

計
画
な
ど
を
立
案
す
る
際
に
、
情

報
を
公
開
し
て
住
民
の
皆
さ
ん
の

意
見
を
募
集
し
、
検
討
結
果
を
公

表
す
る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

制
度
」
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

今
回
、「
猪
名
川
町
障
害
者
計
画
」

に
つ
い
て
、
平
成
19
年
１
月
４
日

か
ら
同
24
日
ま
で
の
間
、
そ
の
素

案
を
公
表
し
、
皆
さ
ん
の
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
左
表
の
と
お
り
10

件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
い
た
ご
意
見
な
ど
（
概
要
）

と
、
こ
れ
に
対
す
る
町
の
考
え
方

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
お
り
、
健

康
福
祉
課
窓
口
で
も
閲
覧
で
き
ま

す
。

パ　パ　
ブ　ブ　
リ　リ　
ッ　ッ　
ク　ク　
コ　コ　
メ　メ　
ン　ン　
ト　ト　
の　の　
結　結　
果　果　

町 に も 地 域 生 活 支 援 セ ン タ ー の 設 置 を

意見 「障害者福祉センター」を利用する場
合の､交通手段の確保の問題です｡自家用車など
がない場合、近くまで行くバスの本数も少なく、
障害者にとっては長い距離を歩かなくてはなり
ません。リハビリなどの参加も難しくなること
があります。何らかの交通手段の確保をお願い
いたします。

町の考え方 町では、車を運転されない方の

移動手段の確保を目的に、町内の公共施設を循
環するふれあいバスを運行しており、ゆうあい
センターには日・月曜日は１日４便、火～金曜
日は１日８便運行しています。今後も外出支援
として利用者のニーズを踏まえた運行経路の検
討を行っていきます。

また、阪急バスとも機会があるごとに協議し
たいと考えています。

巡 回 相 談 な ど の 支 援 を 追 記

交 通 手 段 の 確 保

意見　ショートステイの問題です｡支援費制
度に変わり他の地域の施設との契約も可能にな
ってきました。しかしショートステイ先が親の
亡き後の行き先になってしまうのではという危
機感があります。猪名川町で障害を持っている
ものも人生を最後まですごすことができるよう
な、例えば老人ホームや医療機関の施設での障

害者の利用などの施策をとっていただければと
思います｡

町の考え方　身近にある高齢者福祉施設など
で短期入所（ショートステイ）の施策が展開で
きるのか、その方策について検討していきたい
と考えています。

各 施 設 で 障 害 者 の 利 用 な ど の 施 策 を

意見　Ｐ５「４計画の推進・管理体制」の地
域自立支援協議会（仮称）について、幅広い意
見が反映されるよういろんな障害者団体などが
参加できるように検討してほしい。

町の考え方　地域自立支援協議会の設置につ
いては、住民・各種団体・事業者・関係機関な
どの参画で構成を検討したいと考えています。

地 域 自 立 支 援 協 議 会 （ 仮 称 ） に 幅 広 い 意 見 を 反 映

意見 猪名川町には精神障害者の居場所がな
く阪神間でいうならば精神障害者の居場所は尼
崎市まででないとない状態です。地域生活支援
センターポルタがそこです。しかし、ポルタも
他の市町村からの受け入れが今年の４月からで
きなくなるかもしれないとポルタの施設長から
聞かされています。ぜひ猪名川町にも地域生活
支援センターを作ってください。

町の考え方 町保健センターや障害者福祉セ
ンターにおいて、心の健康づくりや医療機関な
どについての情報提供、社会参加や日常生活支

援などについての相談や援助を関係機関と連携
を図りながら行っています。

現在居宅生活を支援するホームヘルプを実施
しており、今後日中活動の場の確保の観点から
デイサービスや自立訓練事業についても実施体
制の整備を図っていきたいと考えています。

また、平成1 9年度に設置する地域自立支援協
議会においても精神障害者の活動支援について
協議いただき、施策に反映していきたいと考え
ています。

視 聴 覚 障 害 者 相 談 員 や 手 話 通 訳 者 の 設 置 を

意見　 Ｐ4 0「３重点課題」の「課題１障害
の違いにかかわらず気軽に利用できる相談拠点
の設置」について、障害者福祉センターにおい
て聴覚障害者への情報提供が少ない。あまり情
報を得られていないので、聴覚障害者相談員や

手話通訳者の設置を検討してほしい。
町の考え方　障害の区別なく総合的に相談が

できるよう、情報提供や相談支援の機能の充実
を図っていきます。

意見　障害をもつ人がその仲間たちと集まり
楽しく過ごせる作業所等の施設がほしい。

町の考え方　町総合福祉センター（福祉セン

ター・障害者福祉センター）などの施設を利用
していただき、会員相互のコミュニケーション
などを図っていただけたらと考えています。

地 域 生 活 支 援 事 業 を 詳 細 に

意見　 Ｐ5 1「障害者自立支援法による自立
支援システムの全体像」において「地域生活支
援事業」を詳細に記載してほしい。

町の考え方　ここでは障害者自立支援法によ

る新たなサービス体系の全体像を図でわかりや
すく掲載しています。地域生活支援事業につき
ましては、Ｐ5 4の【地域生活支援事業一覧】に
掲載しています。

作業所などの施設がほしい

意見　 Ｐ6 0「町職員への採用拡大」につい
て、手話通訳のできる聴覚言語障害者福祉専門
職員（正規職員）の配置や一般行政職員の採用
にあたっては、手話通訳有資格者を採用するな
ど、積極的に登用してほしい。

町の考え方　複雑多様化する住民ニーズに的

確に対応できる職員を採用するために、幅広い
角度からの人間性などを考慮して職員を採用す
ることが必要であり、一般事務の行政職の採用
に際しては、意見でいただいていることも視野
に入れながら、より優秀な職員の採用に努めて
いきます。

意見　 Ｐ6 4～Ｐ6 5表【事業一覧】中の分類
「災害時における障害のある人の安全確保への
体制づくり」の基本施策に「緊急通報体制の整
備」を追記してほしい。

町の考え方　基本施策を「情報伝達システム
の整備」とし、内容に「障害のある人が緊急時
に通報することができる緊急通報システムや緊

急ファックスの整備・拡充を促進します。また、
インターネットや緊急情報メールなど、障害の
ある人の日常生活を支援する機器などの活用を
検討しながら、災害時要援護者の障害特性に応
じた情報伝達システムの整備を進めます。」な
どのことを追記したいと考えています。

一 般 行 政 職 員 は 手 話 通 訳 有 資 格 者 の 採 用 を

緊 急 通 報 体 制 の 整 備 を 追 記

意見　ＬＤ、ＡＤＨＤ、アスペルガー症候群
など知的障害をともなわない発達障害児の多く
は通常学級に在籍しつつ個別の支援を受けてい
ます。

川西養護学校の巡回教育相談を受けている児
童生徒で通常学級に在籍しているケース数など
でも結構ですので「特別なニーズがあって実際
支援を受けている児童生徒が存在する」ことを
実態にそって明記していただきたいと思いま
す。

統計上取りこぼされては、現場で専門性を発
揮しておられる先生方や児童生徒とその家族の
努力がないがしろにされているかのように感じ
られます。

町の考え方 Ｐ1 1「（４）障害のある子ども
の就学・就園状況」の３行目に「なお、この他
に町内の小中学校の通常学級に在籍し、巡回相
談等の支援を受けている発達障害の児童生徒が
います。」などのことを追記したいと考えてい
ます。

本
町
が
実
施
す
る
町
ぐ
る
み
健

診
に
は
、
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が

受
診
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
18
年

度
は
集
団
検
診
、
個
別
検
診
、
総

合
検
診
を
あ
わ
せ
て
４
０
４
６
人

の
受
診
が
あ
り
ま
し
た
。
毎
年
受

診
さ
れ
て
い
る
人
、
時
々
受
診
の

人
、
今
年
初
め
て
の
人
、
さ
ま
ざ

ま
で
す
が
、
健
診
を
受
け
て
お
ら

れ
る
理
由
と
し
て
は

「
家
族
や
友
達
な
ど

か
ら
誘
わ
れ
て
」

「
な
ん
と
な
く
毎
年

の
こ
と
だ
か
ら
受
け

る
」
「
健
康
に
自
信

が
な
い
」
な
ど
い
ろ

い
ろ
あ
り
ま
す
。

逆
に
健
診
を
受
け

て
い
な
い
人
は
「
何

か
あ
っ
た
ら
医
者
に

い
く
」
「
悪
く
な
っ

た
ら
治
療
す
れ
ば
い

い
」
「
元
気
だ
か
ら
」

と
い
っ
た
考
え
の
人

が
多
い
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
不
可
逆
性

の
疾
患
（
心
疾
患
、

脳
血
管
疾
患
、
腎
不

全
）
に
な
る
と
、
元

に
戻
る
こ
と
は
大
変
難
し
く
な
り

ま
す
。
つ
ま
り
、
何
か
症
状
が
出

て
か
ら
病
院
で
受
診
し
て
い
た
の

で
は
、
元
の
健
康
な
か
ら
だ
に
は

戻
り
ま
せ
ん
。
こ
の
不
可
逆
性
の

疾
患
に
至
る
ま
で
に
は
自
覚
症
状

が
無
く
て
も
、
か
ら
だ
は
Ｓ
Ｏ
Ｓ

を
出
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
見
逃

さ
な
い
た
め
に
も
健
診
は
必
要
な

の
で
す

一
年
に
一
度
は
健
診
を
受
け
、

結
果
表
を
読
み
、
か
ら
だ
の
状
態

を
知
り
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
体
の

状
態
に
合
わ
せ
た
、
健
康
づ
く
り

を
実
施
し
、
健
康
寿
命
を
延
ば
し

ま
し
ょ
う
。

最
近
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
型
肥
満

症
候
群
）
は
、
内
臓
脂
肪
の
蓄
積

に
生
活
習
慣
病
が
重
な
る
こ
と
で
、

動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ
、
生
活
に

影
響
の
あ
る
よ
う
な
病
気
を
引
き

起
こ
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、

脂
肪
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

ち
ょ
っ
と
人
間
的
な
脂
肪
の

働
き
を
お
話
し
ま
し
ょ
う

体
内
に
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

あ
る
と
、
脂
肪
は
そ
れ
を
取
り
込

み
大
き
く
な
り
ま
す
。
大
き
く
な

る
に
つ
れ
血
圧
を
上
昇
さ
せ
た
り
、

イ
ン
ス
リ
ン
抵
抗
性
を
引
き
起
こ

す
よ
う
な
動
脈
硬
化
を
促
進
さ
せ

る
ホ
ル
モ
ン
を
出
し
ま
す
。
脂
肪

細
胞
の
大
き
さ
に
は
限
界
が
あ
り
、

そ
れ
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
動
脈
硬

化
を
促
進
さ
せ
る
よ
う
な
ホ
ル
モ

ン
を
さ
ら
に
分
泌
し
ま
す
。
そ
れ

で
も
限
界
を
越
え
て
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
入
っ
て
く
る
と
、
脂
肪
細
胞
は

増
殖
し
、
数
を
増
や
す
こ
と
で
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
蓄
積
す
る
場
所
を
増

や
し
ま
す
。

こ
の
繰
り
返
し
に
よ
り
、
脂
肪

量
は
増
加
し
、
肥
満
に
つ
な
が
っ

て
い
き
ま
す
。

脂
肪
が
悪
さ
を
し
な
い
大
き
さ

を
保
つ
こ
と
（
過
剰
な
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
増
や
さ
な
い
こ
と
）
が
健
康

の
秘
訣
で
す
。

年
に
一
度
、
自
分
自
身
の
か
ら

だ
の
状
態
を
知
る
た
め
、
集
団
検

診
・
個
別
検
診
い
ず
れ
か
を
選
ん

で
受
け
ま
し
ょ
う
。
集
団
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

医
療
機
関
（
健
康
づ
く
り
年
間
予

定
表
に
掲
載
）
で
行
う
個
別
検
診

を
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

★
個
別
検
診

▽
注
意
事
項

①
受
診
回
数
は
年
度
内
に
１
回

で
す②

眼
底
検
査
は
個
別
検
診
で
は

行
い
ま
せ
ん

③
65
歳
以
上
の
健
診
受
診
者
全

員
に
、
介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

生
活
状
況
に
つ
い
て
の
問
診
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
必
要
な
人

に
介
護
予
防
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ご
紹

介
を
し
ま
す

▽
内
容
・
対
象
・
料
金

下
表
の

と
お
り

▽
期
間

４
月
２
日
〜
12
月
28
日

▽
実
施
場
所

健
康
づ
く
り
年
間

予
定
表
を
参

照※
た
だ
し
、

い
ず
れ
の
検

診
も
昭
和
17

年
以
前
と
同

32
年
生
れ
の

人
お
よ
び
国

民
健
康
保
険

加
入
者
は
無

料★

集

団

検

診
４
月
２
日

か
ら
平
成
19

年
度
の
各
種

検
診
の
申
込

受
付
を
開
始

し
ま
す
。
日

程
に
つ
い
て

は
、
健
康
づ

く
り
年
間
予

定
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
個
別
検
診
が
は
じ
ま
り
ま
す

検診名 検診内容 対象者 料金

基本健診

肺がん検診

子宮頚がん検診

大腸がん検診

肺炎ウィルス検

診

身体計測・検尿・血

圧測定・血液検査・

心電図・腹囲測定

胸部Ｘ線直接撮影

細胞診

便潜血反応２回法

血液検査

35歳以上

30歳以上

20歳以上の女性

30歳以上

今年度の対象者は昭

和６・ 1 1・1 6・2 1・

2 6・3 1・4 1年のそれぞ

れ４月１日～翌年３

月3 1日生まれの人（平

成1 5・1 6・1 7・1 8年度

受診者は対象外）

無料

1,000円

1,000円

500円

1,000円

健健康康はは定定期期的的なな
検検診診かからら！！

近
年
、
食
の
欧
米
化
や
便
利
な
生
活
に
よ
り
、
肥
満
・
高
血

圧
・
糖
尿
病
な
ど
生
活
習
慣
病
と
そ
の
予
備
群
が
急
増
し
て
い
ま

す
。
自
覚
症
状
も
な
く
進
行
し
て
い
く
の
が
生
活
習
慣
病
で
す
。

病
気
に
な
ら
な
い
た
め
に
も
生
活
習
慣
を
見
直
し
、
定
期
的
に
検

診
を
受
け
る
な
ど
、
健
康
管
理
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
検
診
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
簡
易
健
康

チ
ェ
ッ
ク
や
健
康
相
談
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
４
月
か

ら
個
別
に
食
の
改
善
指
導
を
実
施
し
ま
す
の
で
、
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

問合せ
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
７
６
６
・
１
０
０
０
）

脂
肪
の
が
ん
ば
り

健
診
は
な
ぜ
必
要
？

▲メタボリックシンドローム実践ハンドブックより

ＣＴ腹部断面図

側腹筋に囲まれた内臓脂肪

皮下脂肪

皮下脂肪型肥満内臓脂肪型肥満

▲総合検診で血液検査のため採血する受診者

骨粗しょう症は、自覚症

状がなく長い年月をかけて

進行します。その後「立ち

上がる時や重い物を持った

時に背中や腰が痛む」など

の自覚症状が現れます。

骨粗しょう症を早く発見

するためにも個別検診を受

けましょう。

�実施場所 今井病院

�対象 30歳以上の女性

�料金 1 , 0 0 0円　ただし､

昭和1 7年以前と昭和3 2年生

れの人および国民健康保険

加入者は無料

申込みは、前日までに保

健センターへ。

骨粗しょう症
個 別 検 診

成人歯科検診（節目検診）
で早期発見・治療を

歯
周
病
は
ほ
と
ん
ど
症

状
が
な
い
状
態
で
静
か
に

進
行
し
、
重
症
に
な
っ
て

初
め
て
歯
ぐ
き
の
腫
れ
や

出
血
と
い
う
症
状
が
現
れ

ま
す
。
早
期
に
発
見
・
治

療
し
て
８
０
２
０
（
80
歳

で
20
本
）
を
め
ざ
し
ま
し

ょ
う
。

▽
受
診
方
法

①
保
健
セ

ン
タ
ー
に
検
診
を
申
込
む

②
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら

「
受
診
票
」
が
届
い
た
ら
、

「
（
社
）
川
西
市
歯
科
医
師

会
会
員
医
療
機
関
」
に
電

話
予
約
を
す
る
　
③
「
受

診
票
」
を
持
っ
て
受
診
す

る▽
内
容

歯
科
医
師
に
よ

る
歯
周
疾
患
検
診
（
口
腔

清
掃
状
態
や
歯
周
ポ
ケ
ッ

ト
の
測
定
な
ど
）
・
歯
科

相
談
お
よ
び
歯
科
指
導

▽
実
施
期
間

平
成
19
年

４
月
２
日
〜
平
成
20
年
２

月
29
日

▽
対
象

今
年
度
20
歳
・

30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60

歳
・
70
歳
・
80
歳
に
な
る

人
（
昭
和
62
・
52
・
42
・

32
・
22
・
12
・
２
年
の
そ

れ
ぞ
れ
４
月
１
日
〜
翌
年

の
３
月
31
日
生
ま
れ
）
で

検
診
希
望
の
人

▽
料
金

無
料

▽
実
施
場
所

健
康
づ
く

り
年
間
予
定
表
を
参
照

�
こ
の
プ
レ
ー
ト
を
提

示
し
て
い
る
歯
科
医
院

で
実
施

問合せ
健
康
福
祉
課

（
�
７
６
６
・
８
７
０
１
）

個別検診内容
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